
強化ガラスは普通のアニール ガラス安全強化ガラスに属する 8-10 MM、それが軟化の近くのポイントに約 700 度、最後に急速な加熱必要なサイズに切り、均一な冷却が得られ
ます。通常 5-6 MM のガラスは約 240 秒間 700 度に加熱、約 150 秒間のクールダウンします。ガラス 500 秒間 700 度に加熱または約 300 秒のクールダウ
ンなど。)完全に、ガラスによると厚さは違います、加熱冷却時間の選択も異なっています。内側は引張応力、曲げの形成とガラスの衝撃強度を向上させることが、治療を焼戻し後ガラス表面
に圧縮応力を均一の形成。その強さは普通のアニール ガラスの約 4 倍以上です。ガラスは、任意の切削、研削、その他の処理することはできません、それ以外の場合それ均一な圧縮応力バ
ランスに起因する損傷が砕けて粉々 になった」。ガラス安全ガラス破片の小さなキューブに壊れていた、人体には無害です。





玉井強化ガラス 4-5 回等しい厚さのアニール ガラスよりも強い。
すべてガラス面取り、切断、ベニング (ect) に仕事を焼戻しする前に行う必要があります。
ガラス高の一種である - heaating フロートで拾い集めることができた hich のも圧縮応力と強度ガラスを作った
ほぼ軟化点とし、それ急速冷却空気によってガラス。                    








